






要   約:  札幌市では,平成 7年 4月より,新生児マス・スクリーニングの新たな対象疾患

として, ウイルソン病をシステムに追加し実施している。一次スクリーニング法として,

新生児濾紙血セルロプラズミン(CP)のモノクロ_ナル抗体あるいはポリクローナル抗体を

用いた ELISA キットを比較検討した結果,操作性・信頼性ともに優れたポリクローナル抗

体を用いた方法を採用している。この方法でカットオフ値:CP: 4mg/dl-serum 未満の検体

については,Latex 凝集自動分析法による確認検査を行い,引き続き CP<4mg/dl-serum の場

合に,一ヵ月健診時に再採血を依頼した。1995年 4 月から 12 月までに 13,180 名を検査し,

同一検体による再測定(確認検査)を, 114 名(0,86%)に行った。この結果も低値を示した 5

名(0.04%)に再採血を依頼したが,これら 5 例の再採血検査の CP 値はいずれも 4mg/dl-

serum 以上に上昇しており,要精査例はまだ発見されていない。


